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発委第２号

長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する

条例の一部を改正する条例について

長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部

を改正する条例を別紙のとおり定めるものとする。

令和５年３月１７日提出

提 出 者

長久手市議会議会運営委員会委員長 なかじま和代

説 明

この案を提出するのは、議員の報酬月額の改定に関し、長久手市議会の議員

の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正するため必要が

あるからである。

00730
写し



- 2 -



- 3 -

別紙

長久手市条例第 号

長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の

一部を改正する条例

長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例（昭和

５４年長久手町条例第１８号）の一部を次のように改正する。

【別記１】

改正後

改正後 改正前

別表（第３条、第７条関係）

【別記１ 参照】

備考 （略）

別表（第３条、第７条関係）

【別記１ 参照】

備考 （略）

区分 議員報酬月額 旅費

鉄道賃

及び船

賃

航空賃 車賃 日当

（１

日に

つき）

宿泊料

（１夜

につき）

食事

料（１

夜に

つき）甲

地

方

乙

地

方

議長 ４９万６，０００円 長久手市特別職の職員で常勤のものの給

与及び旅費に関する条例（昭和４１年長久

手町条例第３号）の規定による市長に支給

する旅費の額に相当する額

副議長 ４３万円

常任委員会

（予算決算

委員会を除

く。以下同

じ。）委員

３７万８，０００円
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改正前

長及び議会

運営委員会

の委員長

常任委員会

及び議会運

営委員会の

副委員長

３７万３，０００円

議員（議長、

副議長、常

任委員会及

び議会運営

委員会の委

員長並びに

副委員長を

除く。）

３６万８，０００円

区分 議員報酬月額 旅費

鉄道賃

及び船

賃

航空賃 車賃 日当

（１

日に

つき）

宿泊料

（１夜

につき）

食事

料（１

夜に

つき）甲

地

方

乙

地

方

議長 ４９万５，０００円 長久手市特別職の職員で常勤のものの給

与及び旅費に関する条例（昭和４１年長久

手町条例第３号）の規定による市長に支給

する旅費の額に相当する額

副議長 ４２万９，０００円

常任委員会

（予算決算

３７万７，０００円
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附 則

この条例は、令和５年４月１日から施行する。

委員会を除

く。以下同

じ。）委員

長及び議会

運営委員会

の委員長

常任委員会

及び議会運

営委員会の

副委員長

３７万２，０００円

議員（議長、

副議長、常

任委員会及

び議会運営

委員会の委

員長並びに

副委員長を

除く。）

３６万７，０００円



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和５年３月１７日(金)午前１０時開議

第１ 諸般の報告

議案の提出について

第２ 議案第２７号令和４年度長久手市一般会計補正予算（第１３号）から議案

第３０号和解及び損害賠償の額の決定についてまで

（議案の上程、提案者の説明、議案に対する質疑、委員会付託）

第３ 議案第１号から議案第３０号まで

（委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論採決）

第４ 発委第２号長久手市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関す

る条例の一部を改正する条例について

（議案の上程、提案者の説明、議案に対する質疑、討論採決）

令和５年第１回長久手市議会定例会議事日程（第６号）



総務くらし建設委員会 R5.3.17

議案番号 件　名

議案第２９号 古戦場公園再整備基金の設置及び管理に関する条例の制定について

議案第３０号 和解及び損害賠償の額の決定について



予算決算委員会 R5.3.17

議案番号 件　名

議案第２７号 令和４年度長久手市一般会計補正予算（第１３号）

議案第２８号 令和５年度長久手市一般会計補正予算（第１号）



整理番号 審　　査

及　　び 件　名 陳　情　者

受理月日 結　　果

第１号 議会運営

2月8日 委員会

令和５年第１回長久手市議会定例会

陳　　　　情　　　　文　　　　書　　　　表

所管委員会

　政党機関紙（赤旗）の市庁舎内
での勧誘・購読・配達を自粛する
事に関する陳情





















長久手市議会申合せ事項及び運営上の先例集

令和５年５月

令和５年３月１５日

議会運営委員会資料

◆整理の考え方

１ この申合せ事項及び運営上の先例集は、申合せ事項→先例→書式→要綱・方針等の順に構成されて

いる。

２ このうち、書式、要綱等は既に議会運営委員会でその都度協議しており、その結果に基づき、事務局に

おいて、令和５年４月末までに事務的に整理・反映させていく。

３ 本日の議会運営委員会において現任期のまとめとなる申合せ事項、先例に係る部分を確認する。

※補筆・修正箇所は赤字にて表記

４ 広報部会及び広聴部会において、現在協議中の事項は、3月 17日開催予定の広報広聴協議会に

おける確認を経て、反映していく。



目 次

１ 議会運営委員会に関する申合せ事項 ････････････････････････････ ３

２ 長久手市議会運営上の先例 ････････････････････････････････････ ４

３ 長久手市議会書式例 ･･････････････････････････････････････････ ○

４ 委員会の議事次第（事例） ････････････････････････････････････ ○

５ 委員長報告例 ････････････････････････････････････････････････ ○

６ 大規模災害時等における市議会の対応に関する規定（災害対策行動マ

ニュアル） ･･････････････････････････････････････････････････ ○

７ 長久手市議会議員の議員報酬に係る長久手市特別職報酬等審議会につ

いての申合せ ････････････････････････････････････････････････ ○

８ 長久手市議会弔慰に関する基準 ････････････････････････････････ ○

９ 長久手市議会反問実施要綱 ････････････････････････････････････ ○

10 長久手市議会録画映像配信業務運営要綱 ････････････････････････ ○

11 長久手市議会情報通信機器使用基準申合せ事項 ･･････････････････ ○

12 長久手市議会グループウェア利用基準申合せ事項 ････････････････ ○

13 趣旨説明制度に関する申合せ事項 ･･････････････････････････････ ○

14 長久手市議会議員間討議の促進に関する申合せ事項 ･･････････････ ○

15 長久手市議会予算決算委員会及び分科会に関する要綱 ････････････ ○

16 長久手市議会広報広聴協議会に関する要綱 ･･････････････････････ ○

17 議会だより編集要領 ･･････････････････････････････････････････ ○

18 長久手市議会 Facebook 掲載基本方針 ･･･････････････････････････ ○

19 長久手市議会 Facebook ページ運用方針 ･････････････････････････ ○

20 政務活動費を充てることができる経費の範囲の運用指針 ･･････････ ○

21 参考資料

⑴ 議会及び議員関係基本法 ････････････････････････････････････ ○

⑵ 議事に関する各種成立要件一覧 ･･････････････････････････････ ○

⑶ 特別多数議決と成立の要件（地方自治法関係） ･･･････････････ ○

⑷ 討論を用いないで会議に諮って決定する議事 ･････････････････ ○

⑸ 長久手市議会議会活動の経過 ･･･････････････････････････････ ○

◆「議案等資料の公開（配付）時期」 →８と９の間に挿入

◆出席の特例（オンライン出席）委員会条例の一部改正事項→ ２１ 参考資料 （５）に追記

本日の議運での確認箇所



議会運営委員会に関する申合せ事項

令和元年５月１日全改正

この申合せは、長久手市議会の適正な運営を期するため、必要な事項を定め

るものとする。

１ 委員会は、次に掲げる事項に関し、調査・調整又は審査する。

⑴ 委員会所管の議案、請願等に関する事項

⑵ 議会の運営に関する事項

ア 会期及び議事日程に関すること

イ 議案の審議方法に関すること

ウ その他、議会運営に関すること

⑶ 議会の会議規則及び委員会に関する条例等に関する事項

ア 会議規則及び委員会条例に関すること

イ 議員の定数条例、定例会の回数を定める条例及び市議会事務局に関す

る条例に関すること

ウ 定例会の招集時期を定める規則及び傍聴規則に関すること

エ 市議会事務局処務規程及び市議会公印規程に関すること

⑷ 議長の諮問に関する事項

ア 議会選出委員及び市長等の付属機関の議会推薦委員に関すること

イ 議会の同意を要する委員等に関すること

ウ 議会費の予算に関して意見を聞くこと

エ その他、議長が必要と認めること

２ 委員の数は、各会派の所属議員に概ね比例して選出するものとする。

３ 議長は、委員会に出席し発言できるものとする。ただし、採決に加わるこ

とができない。

４ 副議長は委員会に出席しない。特別委員会についても出席は必要なく、副

議長は特別委員会の委員になることができる。

５ その他、委員会の運営に関し必要な事項の生じた場合は、その都度協議す

る。
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第１章 総 則

１ 議会の呼称

議会は、暦年ごとに会期の順次、回数を追って定例会、臨時会の別に、令和

○○年第○回長久手市議会定例会（又は臨時会）と呼称する。

２ 議会の招集

⑴ 議会の招集は、告示の写しを添えて議長名で開会日時を記載した文書をも

って通知する。

⑵ 任期満了後から、一般選挙後最初の議会までの諸会議は、事務局長名を

もって通知する。

３ 参集

参集の通告は、議員登庁表示盤にて行うものとする。（平成２４年第１回臨

時会から）

４ 議席

⑴ 議席の割り振りは、議員の期数順を基本として定める。（令和５年５月１

日から）

⑵ 議席番号の欠番はない。（平成１５年３月までは４番を欠番としていた。）

⑶ 議席番号は議長から見て前列右端より始め、後列右端に及び、その左端

をもって終わる。

⑷ 会派の異動により議席を変更したことがある。

５ 会期

⑴ 一般選挙後、最初の会議における会期の決定は、臨時議長（議場にいる

最年長の議員）のもとに行ったことがある。

⑵ 会期は、議会運営委員会においてあらかじめ協議し、招集日に議長が会

議に諮って決議する。

⑶ 会期は「本日から何月何日までの何日間」という定め方をする。臨時会

において、会期が１日の場合にあっては「本日１日限り」とする。

⑷ 会期の延長は、議会運営委員会に諮り、議長発議により決定する。

６ 会議時間

⑴ 本会議の開始時刻は午前１０時とする。ただし、平成２３年第３回定例

会から、一般質問を議事日程とする本会議に限っては午前９時３０分開始

とする。（平成２３年第３回定例会から平成２８年第１回定例会まで試行期

間。平成２８年第２回定例会から本導入。）

⑵ 会議時間の延長は、議長の発議により決定する。

⑶ 議事の都合により翌日の開議時間を午前０時に繰り上げたことがある。

（昭和５７年第３回臨時会）



⑷ 議事の都合により開議時間を午前９時又は午前９時３０分に繰り上げた

ことがある。また、午前１０時３０分に繰り下げたことがある。（日曜議会

の一般質問、平成１８年第３回定例会から一般質問開催日は開議時間を午

前９時４５分とした例がある。）

７ 休会

⑴ 定例会では、本会議最終日の前日は事務整理のため休会にする。

⑵ 臨時会では、休会は設けない。

８ 諸報告

⑴ 諸般の報告は議事日程に記載して、議長より報告する。

⑵ 法律に基づく諸般の報告は、招集告示後最初の議会運営委員会で配付し、

本会議２日目に質疑する。

⑶ 法律に基づかない報告等は資料として議員に配付する。

９ 紹介及び挨拶

⑴ 一般選挙後最初の議会開会の際、臨時議長の紹介は議会事務局長が行う。

⑵ 議長及び副議長に当選した議員は、登壇して挨拶をする。

第２章 議案及び動議

１ 議案等の提出

⑴ 議会に提出される議案等は、あらかじめ議会運営委員会に報告する。

⑵ 追加提出される議案等は、その都度議会運営委員会に報告する。

⑶ 議員が議案等を提出しようとするときは、あらかじめその案をそなえ提

出する。

※議案を控室ボックス配布の文章を削除したため（ ）番号が繰り上がる

⑷ 一般会計、特別会計等決算の認定議案は、毎年第３回定例会（９月）に

提出されるのが例である。

２ 議案等の配付

⑴ 市長提出議案等は、議会運営委員会にて配付する。ただし、議長の正式

受理は開会当日とする。配付方法を議会会議システムを使用し、データ配

付に切り換えた。「９ 議案等資料の公開（配付時期）」参照（令和４年第

１回定例会から）

⑵ 議員提出議案等が提出されたときは、議長はその写しを上程する会議の

当日に配付する。（議会運営委員会で合意されている議員提出議案を除く。）

⑶ 継続審査に付した議案等は、次の会議において配付しない。

⑷ 市長提出議案には、議案の概要が添付される。



３ 議案等の訂正及び撤回

⑴ 議案等の訂正は、議会運営委員会に報告する。

⑵ 議案等の訂正は、説明・質疑及び討論を行わず、直ちに採決する。ただ

し、軽微な訂正については正誤表の配付等により訂正を行うことがある。

⑶ 議員提出議案は、撤回理由の説明を行わない。

第３章 議事日程

１ 議事日程の作成

⑴ 議事日程は、招集前に開催される議会運営委員会においてあらかじめ協

議したものを議長が作成するものとする。

⑵ 議事日程は、日程ごとに順次号数を付し、開議までに配付する。

⑶ 議事日程に記載する事件及び順序は議長が定める。

⑷ 議事日程に記載する事項及び順序は、おおむね次のとおりである。

会議名

ア 開議の月日、開議の時間、議席の指定(改選後等初の議会)、変更

イ 会議録署名議員の指名

ウ 会期の決定、変更

エ 諸般の報告

オ 一般質問

カ 議員派遣の件

キ 委員会の閉会中の継続調査の申出

⑸ 諸般の報告は通常次の事項を報告する。

ア 意見書等の処理報告

イ 議案等の提出、撤回

ウ 法令に定められた報告

エ 議員派遣結果の報告

オ 辞職及び選挙

カ 各委員会委員の選任、所属変更

キ 議案説明員の報告

ク 監査の結果報告

ケ 議会の議決による専決処分の報告

２ 議事日程の追加

議事日程の追加は、あらかじめ議会運営委員会において協議をして議長発

議で行う。



第４章 選 挙

１ 議長及び副議長の選挙

⑴ 議会役員の改選は、５月の臨時会で行う。

⑵ 議長及び副議長の選挙は投票によって行う。

⑶ 議員は点呼に応じて演壇に置く投票箱に順次投票する。

⑷ 議長及び副議長選挙において得票数が同数のため、くじにより議長又は

副議長を決定したことがある。

（議長：平成１９年第 1回臨時会）

（副議長：平成１４年第１回臨時会、平成１８年第１回臨時会）

⑸ くじは、順序を決めるくじと、当選を決めるくじと２回行う。順序を決

めるくじの順序は議席番号順とする。

２ その他の選挙

⑴ 一部事務組合の議員並びに選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙は指

名推選の方法によるのが例である。

⑵ 指名推選の発議、指名の方法及び被選挙人の指名は、議長が行う。

３ 開票立会人

開票立会人は、出席議員の中から２人（会議録署名議員）を議長が会議に

諮って指名する。

４ 選挙の結果

当選人が議場にいるときの当選告知は、選挙結果の報告後直ちに行う。

第５章 議 事

１ 議 題

⑴ 市長提出議案等の提案説明及びこれに対する質疑は、一括議題とする。

⑵ 人事案件は１件ごとに議題とし、質疑を行い、委員会付託を省略し即決

する。

⑶ 委員会に付託した事件を会議の議題とするときは、議案・請願等を合わ

せて一括議題とし、総務くらし建設、教育福祉、予算決算及び議会運営の各

委員会順にその経過と結果を報告する。

⑷ 閉会中の継続審査に付した事件は、審査終了後の定例会で議題とする。

２ 除 斥

議員が会議の議題において除斥に該当するときは、議長はその旨を宣言す

る。

３ 議案の説明

⑴ 提案理由の説明は副市長が行う。（平成１６年第３回定例会から）



⑵ 当初予算を審議するため毎年３月に招集される定例会においては、市長

より提案理由の説明の前に施政方針を述べる。

⑶ 議案の朗読は行わない。

４ 質 疑

⑴ 質疑は、１議案ごとに行う。

⑵ 質疑者は、まず質疑事項の全部を述べる。

⑶ 議員提出議案に関する質疑については、説明員の答弁は許されない。

⑷ 法令に基づく諸般の報告も質疑できる。（平成２２年第３回定例会から）

５ 委員会付託

⑴ 議案の委員会付託は「議案付託表」によって行う。

⑵ 決議、人事案件及び請願が採択されたことにより提案された意見書案は、

委員会付託を省略する。

ア 採択された請願の内容と意見書案の内容の一部に相違があったため、

意見書案の内容を一部訂正し可決をした。（平成元年第３回定例会）

イ 決議を委員会に付託した例がある。（平成４年第４回定例会）

ウ ２つ以上の所管にわたる請願の付託を、分割してそれぞれの委員会に

付託したことがある。（昭和５４年第４回定例会で分割し、枝番を付し付

託した。ただし分割付託は違法である。）

６ 附帯決議

⑴ 委員は附帯決議を付す場合は、当該事件の討論中に委員長へ附帯決議案を

提出する。委員長は当該事件の表決後、当該附帯決議を付すべきか表決を行

う。

⑵ 附帯決議を付すべきとした場合は、本会議における委員長報告でその内容

を説明する。

⑶ 附帯決議を本会議で表決に付す場合、委員長報告は、附帯決議を付すべき

提案があった旨及びその審査結果の報告に留める。当該附帯決議の審議は、

事件の表決後、再度所管の委員長が登壇し、その内容を説明した上で質疑、

討論を行わず表決を行う。なお、この際に配付される附帯決議案は、議案の

形式を用いず、下記のとおりとする。

⑷ 議員が附帯決議を提出する場合、予め議会運営委員会に諮った上で、附帯

決議を付すべきとする議案の可決後に提出する。



７ 委員長報告

⑴ 委員長は、委員会において案件の審査が終了した時、委員長報告書を作

成する。

⑵ 委員長はその経過並びに結果を報告する場合は、自己の意見を加えない。

⑶ 委員長報告に対しての質疑は、委員長にする。

⑷ 委員会に委員長が欠席したため委員長報告は、本会議に委員長が出席し

ていても副委員長が行ったことがある。（昭和５７年第４回定例会）

８ 討 論

本会議においては、委員長報告が可決の場合は、原案反対者、原案賛成者の

順とし、委員長報告が否決の場合は、原案賛成者、原案反対者の順とする。ま

た委員会では、反対討論、賛成討論の順とする。



９ 表 決

⑴ 起立採決は賛成者の起立を求める。

⑵ 簡易採決に異議があるときは起立により採決を行う。

⑶ 委員会審査結果が否決のときは、原案について諮る。

⑷ 投票により採決するときは、議長を出席議員に算入しない。また、出席

議員で投票を棄権したものについては、これを否とみなすこととする。

⑸ 投票のための点呼は、議席番号順による。（点呼は、議長の命により議会

事務局長が行う。）

⑹ 投票は無記名で行うのが例であり、記名投票をしたことは無い。

第６章 発 言

１ 発 言

⑴ 簡易な事項について議長が許可したときは、議席で発言を行う。（議案質

疑、委員長報告の質疑、討論、議事進行上の発言）

⑵ 発言は通告によるもののほか起立により議長の許可を得て発言する。

⑶ 説明員が発言しようとするときは、議長に申し出て許可の後、発言を

する。

⑷ 議場で行う当局の発言はすべて議員の例による。

２ 一般質問

⑴ 一般質問には代表質問と個人質問があり、代表質問者は個人質問できな

い。

⑵ 個人質問は毎定例会、代表質問は第１回定例会に行う。

⑶ 発言通告書には具体的な質問要旨等を明確に記載する。

⑷ 文字の大きさは１２ポイントで明朝体とし、電子データで提出する。

⑸ 発言の順序は、代表質問、個人質問の順に、それぞれ通告の順に行う。

⑹ 質問通告者が提出期限経過後に提出されたものについて受理を認めなか

ったことがある。（昭和５１年第３回定例会、昭和５４年第２回定例会、平

成２６年第３回定例会）

⑺ 質問通告者が当日欠席したときは、権利を放棄したとみなしたことがあ

る。（平成８年第３回定例会）会議規則を改正したことにより、質問者が当

日欠席した場合、通告が無効になったことがある。（令和４年第１回定例会）

⑻ ２回目以後の質問は、質問者が答弁者を指名する。

⑼ 質問通告者が１回目に質問をしなかった事項は、２回目以降で質問をし

ない。

⑽ 再質問は、通告事項の順に項目ごとに質問・答弁を繰り返す。再質問に



おいて発言通告の項目順に行わなかったため、質問した項目以前の再質問

を認めなかったことがある。

⑾ 再質問の回数制限はしない。（平成１８年第３回定例会から。平成１７年

第１回定例会から３回。以前は２回まで。）

⑿ 代表質問の関連質問は、同一会派の議員に限り発言することができる。

⒀ 個人質問、代表質問は質問席で行う。関連質問は自席で行う。（平成１７

年第１回定例会から）

⒁ 一般質問開始時間は、午前９時３０分開始とする。

⒂ 一般質問の録画映像は平成２３年６月からインターネットで配信した。

なお、令和５年第１回定例会から本会議の全日程のライブ配信を開始し、

その録画映像もインターネットで配信を始めた。

３ 発言時間

⑴ 一般質問の発言時間はすべての質問及び答弁を含め６０分以内とする。

また一問一答とし、質問の回数は制限しない。

⑵ 代表質問における関連質問は、通告者と同一会派の議員に限り発言する

ことができる。その際は、一問一答により質問及び答弁を含め１人５分を

限度とし、質問の回数は制限しない。また、個人質問における関連質問は

認めない。（平成３０年第１回定例会から）

⑶ 発言時間の制限の際、発言途中で制限時間になったとき、議長が発言者

に注意をしたことがある。

４ 緊急質問

⑴ 緊急質問は、議会運営委員会において、緊急性があると認められたもの

に限り議会の同意を得て、これを許したことがある。（昭和５８年第４回定

例会）

⑵ 緊急質問の発言方法は、個人質問に準ずる。

第７章 会議録

１ 会議録署名議員

⑴ 会議録署名議員２人は、議席番号順に１番から及び１８番から逆の議席

番号順に議員を指名する。

⑵ 会議録署名議員の指名は会期の初日に行い、一会期を通じての指名を行

う。なお、臨時会は議長が決定した後に行う。

⑶ 会議録署名議員が会期中に欠席した場合は、次の番号の議員を追加指名

する。

⑷ 会議において職務を行った臨時議長及び副議長は、会議録に署名する。



２ 会議録の閲覧

平成１５年４月から平成１３年第１回定例会以降分は会議録検索システム

によりインターネットで閲覧できることとした。

３ 会議録の配付

会議録は、議員（令和４年度から電子データ）、市長、国立国会図書館（平

成２４年度から）、市役所西庁舎１階情報コーナー、中央図書館に配付する。

（平成１５年度から）

第８章 常任委員会

１ 常任委員会

委員長及び副委員長の互選は委員を選任した日に行い、その結果を次の本

会議において報告する。

２ 委員会の議事

⑴ 委員会の開催時刻は、会議規則の規定を準用せず、委員長の議事整理権

に基づき会議を開くことができる。

⑵ 委員会における発言は、委員長の許可を得て行うが、質問は一問一答に

より行う。

⑶ 委員会は案件について必要があるときは、委員でない議員に対しその出

席を求めて説明又は意見を聞くことができる。（平成１８年第２回定例会の

議会運営委員会にて、委員外発言の申出を、委員会に諮り全会一致で許可

しなかったことがある。）

⑷ 日曜日、祝日等の休日には委員会を開かないのを例とするが、休日に開

いた例がある。（昭和５２年３月２２日第１回定例会。平成１１年第４回定

例会から平成１５年第４回定例会までの第４回定例会ごとで日曜議会を５

回実施した。）

⑸ 委員会における採決の方法は、挙手の方法によるのを原則としているが、

簡易表決によることもある。

⑹ 委員長報告は、正副委員長に一任する。

⑺ 議決を急ぐ予算議案は、その都度議会運営委員会に諮り、分科会に送付

せず委員会で審査することとした。（令和３年第２回定例会から）

⑻ 委員会もインターネットでライブ配信をした。（令和５年第１回定例会か

ら）

３ 委員会の傍聴

⑴ 委員会の傍聴は、これを認める。ただし、定員は１０人以内とする。

（平成１４年第１回定例会から）



⑵ 議員の傍聴は、口頭で議会事務局に伝える。一般傍聴は本会議の傍聴の

例による。（平成１４年度より改正）

⑶ 傍聴の議員からの発言要求は、許可しない。（許可したことはある。）

４ 委員会の記録

⑴ 委員会の記録は要点筆記とし、副委員長及び議会事務局で行う。

⑵ 委員会の記録は委員長が署名して議長へ提出する。

５ 特別委員会

⑴ 特別委員会は議会の必要性に基づき議長発議により設置する。

⑵ 委員の選任方法は、常任委員会の選任の例による。

⑶ 「調査終了まで」と議決された特別委員会は、委員長が全員打合せ会で

調査報告をしたのち、廃止の議決をする。

⑷ 予算・決算特別委員会については、委員数を８人とする。（平成３１年５

月１日常任委員会へ移行）

第９章 請願・陳情

１ 趣旨説明制度

請願及び陳情を提出した者は、委員会審査の際に趣旨説明ができる。（平成

２７年５月１５日から）

２ 請願書の処理

⑴ 当該定例会の一般質問通告書の締切時間までに受理した請願は、次の議会

運営委員会で確認後、本会議で紹介議員が説明し、質疑の後、請願文書表を

もって委員会に付託する。

⑵ 請願の審議結果は請願者に文書で通知する。この場合同一趣旨の請願に

ついては、その代表者に通知する扱いとしている。

⑶ 同一趣旨の請願については、一括討論・採決する。

⑷ 臨時会において請願を急施事件として採決した例がある。

（昭和５６年第４回臨時会）

⑸ 紹介議員の取消しがあった請願は、新たに紹介議員を立てなければ会議

に上程しない。

⑹ 紹介議員が取消された請願は、取消しを申し出た議員から請願者へ返却

する。

⑺ 上程された請願を取下げる場合は、提出者（代表者）及び紹介議員が取

下げ申出書を提出し、会議に諮って許可する。

⑻ 議案の内容に反した主旨の請願を議案可決によりみなし不採択とした。

（平成２３年第４回定例会、平成２４年第１回定例会）



３ 陳情書の処理

当面は以下により取り扱うこととし、状況を見て再度検討する。（平成２２

年９月３日）

⑴ 持参による陳情

ア 締切りは、請願書と同じとする。

イ 受付後、最初の議会運営委員会で審査すべき委員会を決定し、所管の委

員会を記した陳情文書表及び陳情の写しを全議員に配付する。

ウ 陳情の審査は委員会のみで行い、本会議には上程しない。（委員長報告

はしない。）

エ 委員会の審査では、次のいずれかの処置をとるべきかを決定する。

(ｱ) 本市の当該関係機関に善処方を求める。

(ｲ) 本市の当該関係機関に、議会に対して陳情があった旨を伝える。

(ｳ) 各議員への配付に留める。

(ｴ) (ｱ)、(ｲ)、(ｳ)いずれにも該当しないものについては、委員会で判

断する。

オ 委員会は、前項の決定事項を議長に報告し、議長は、その報告に基づき

陳情者へ文書回答するとともに、回答事項を全議員に報告する。

⑵ 郵送による陳情

従来どおり写しを議員配付とする。

⑶ 意見書を求める陳情書は、紹介議員を介して請願書としての提出を陳情

者に求める。そのまま提出された陳情書は、審査の対象外とし、従来どお

りその写しを議員配付する。

４ 個人情報の取扱い（令和５年第１回定例会から）

請願・陳情の文書に記載された提出者の個人情報（住所・氏名）は、以下

のとおり取り扱うこととする。

⑴ 審査には個人情報が記載された文書の写しを使用する。傍聴者への資料

配付及び市議会ホームページ、議会だより等への公開は、個人情報が見え

ないように加工して行う。団体名は、全て公開する。併せて提出された署

名簿等については、全て非公開とする。

⑵ 本会議や委員会で請願・陳情を読み上げる際は、提出者（代表者）の住

所は市町村（区制のある市は区名）まで、氏名は名字までとする。団体名

はそのまま読み上げる。署名簿等は署名者の総数のみを読み上げる。

第１０章 辞 職

１ 議長及び副議長の辞職



⑴ 議長及び副議長の辞職は、簡易表決により許可する。

⑵ 副議長の辞職願が、一旦撤回されたことがある。

第１１章 紀 律

１ 議場の紀律

⑴ 議員の録音機持込による録音は行わない。

⑵ 会議においては軽装で出席し、品位の保持に配慮する。説明員及び職務

のため出席する職員も同様とする。（令和４年第２回定例会から）

ただし、平成１７年第２回定例会から令和４年第１回定例会までは夏季の服

装はクールビズ（ノーネクタイ、ノージャケット）であった。

⑶ 議場で開催される会議及び委員会での呼び出しは行わない。

第１２章 その他

１ 協議又は調整を行うための場

⑴ 全員協議会

全員協議会は必要に応じ議長が招集する。

⑵ 広報広聴協議会

協議会は全議員（議長を除く）が参加し、協議会は必要に応じ会長（副

議長）が招集する。また、協議会員は広報部会と広聴部会のいずれかに所

属する。

２ 常任委員会等の正副委員長会

⑴ 議長が委員会相互間の連絡調整を図る必要がある場合に開催する。

⑵ 正副委員長会は議長が招集し、常任委員会及び議会運営委員会の正副委

員長のほか副議長が出席する。

３ 議会運営委員会

⑴ 議会招集日の前に会議を開き、会期日程、議事日程、一般質問通告者の

割振り等を決める。

⑵ 会期中において、追加議案の取扱い、議事日程の確認のため開催する。

⑶ 上程議案の内容を聴取するため理事者の出席を求める。

⑷ 議長及び副議長は、議会運営委員会に出席する。

４ 全員打合せ会

⑴ 一般選挙後、初議会前に全員打合せ会を開催する。

⑵ 一般選挙後最初の全員打合せ会は、議会事務局長名で招集する。

⑶ 全員打合せ会は必要に応じ議長が会期中であると否とを問わずこれを招

集する。



⑷ 報告事項は、次のとおりとする。

ア 議会及び市の協議連絡事項

イ 常任委員会等の研修報告

ウ その他議長が必要と認めること

５ 会派

⑴ 会派とは所属議員の２人以上で構成する議員の同志的集合体をいう。

⑵ 会派を結成したときは、その名称、代表者及び所属議員等を議長（議長・

副議長が選挙されるまでは議会事務局長）に届け出るものとする。また、

この届け出事項に変更があった場合も同様とする。

⑶ 会派控室の使用は、原則午前８時３０分から午後５時までとし、休日は

休館とする。会派控室は会派ごとに指定する。

６ 会派代表者会議

⑴ 議長が会派相互の連絡調整を図る必要がある場合に開催する。

⑵ 会派代表者会議は議長が招集し、会派代表者等のほか副議長が出席する。

７ 文書の配付

議員への配付を求めて議会あてに送付された外部からのあて名のない文書

は、議事及び議案に係る文書のみ配付の対象とし、それ以外の文書の取り扱い

は議長が判断する。

８ 新型コロナウイルス感染症対策

⑴ 市が行う市民への感染症対策を優先するため、発言通告後に一般質問（代

表・個人）を中止した。（令和２年第１回定例会）

⑵ 感染症対策として、議場及び委員会室の三密対策を講じた。

ア 本会議及び委員会の傍聴自粛をホームページにおいて市民へ呼びかけ

た。（令和２年４月）

イ 本会議及び委員会の傍聴者数を半分に減らした。（本会議２０人→

１０人、委員会１０人→５人）（令和２年第２回定例会から令和４年第１

回定例会まで）

ウ 本会議の執行部の出席者を議案及び一般質問等を所管する部のみとし

た。（市長、副市長、教育長、参事、市長公室及び総務部は除く）（令和

２年第２回定例会から令和４年第１回定例会まで）

エ 本会議（一般質問）に出席する議員数を定足数を下回らない人数に絞

り、入れ替わることとし、退席した議員は正副議長室にて音声のみで傍

聴した。（令和２年第２回定例会）

オ 議長を除く全議員が委員となっている予算決算委員会の場所を委員会

室から議場に変更した。（令和２年第１回臨時会から）



⑶ 市議会の災害対策行動マニュアルに、感染症対策等について追記した。

（令和２年１０月１９日）



議案等資料の公開（配付）時期

公開 ｍｏｒｅＮＯＴＥ ｄｅｓｋｎｅｔ'ｓＮＥＯ
オンライン傍聴対応
（ホームページ）

議案の概要 ×
提出する議運当日
 開始1時間半前（8:30）

提出する議運当日
開始１時間半前（8:30）に
回覧レポート

-

請願
本会議・委員会　各前日
17:15までに市議会ＨＰへ
＊個人情報を消す

陳情
委員会　前日
17:15までに市議会ＨＰへ
＊個人情報を消す

意見書案

議員発のもの
　→提出する議運当日
　　開始１時間半前（8:30）
請願採択から切り替わるもの
　→上程する本会議当日
　　開始１時間半前（8:30）

議員発のもの
　　　　　　－

請願採択から切り替わるもの
　→上程する本会議当日
　　開始１時間半（8:30）
　　回覧レポート

議員発のもの
　→本会議・委員会　各前日
　　17:15までに市議会ＨＰへ

請願採択から切り替わるもの
　　　　　　　－

諸般の報告
（定例監査結果など）

×
１回目の議運当日
 開始1時間半前（8:30）

１回目の議運当日
開始1時間半前（8:30）に
回覧レポート

-

一般質問通告書
２回目の議運当日
 開始1時間半前（8:30)

通告受付後、順次「文書管
理」にアップ（従前通り）

２回目議運で確定後、
市議会ＨＰへ
（従前通り議会日程のページ）

議事日程

諸般の報告
（説明員一覧など）

付託表

一般質問の補助資料

審査順

執行部からの補助資料ほか

全員打合せ会

説明資料 ×
当日　開始１時間半前
（開始時間不明の場合は
　8:30）

moreNOTEと同じタイミングで
回覧レポート

-

　⬆「市議会ＨＰ」
　　オンライン傍聴用資料ページ
　　を作成

資　料

議案
提出する議運当日
 開始1時間半前（8:30）

-

提出する議運当日
 開始と同時（10:00）
 市ＨＰ更新
 市議会ＨＰにリンク貼る
　（↑従前通り議会日程のページ）
　※執行部と調整要

２回目の議運当日
 開始1時間半前（8:30）

-

本会議
当日配付資料

当日　開始１時間半前
（8:30または8:00）

-
前日　17:15までに
市議会ＨＰへ

委員会資料

２日前～前日17:15まで -
２日前～前日 17:15までに
市議会ＨＰへ

議案類



市制施行 10 周年記念事業「子ども議会」の振り返り

長久手市議会主催で長久手市及び教育委員会に協力いただき、各小中学校の代表者２名
ずつの参加により２日間の日程で実施した。開催前から開催後までを振り返り、気付き、問
題点などを整理する。

実施の目的

時代を担う子どもたちが、市議会の模擬体験を通して市議会の仕組み・役割を学び、体験
を通じて姿勢に興味・関心を持ってもらうことを目的とする。

実施主体

実施は議長の諮問を受け、開催検討の上、実施に必要な事柄については令和３年度、４年
度に議会運営委員会で協議し決定した。２日間の日程は全議員が出席し、各役割を担った。

スケジュール

令和３年度
・開催検討（市内小中学校各２名の出席を求め、開催(案)を作成）
・議長から「開催(案)」を示し、市、教育委員会へ協力を依頼

令和４年度
・６月 ７日 議会運営委員会「企画書」「実施要項」など２日間の日程を決定
→６月１３日 「企画書」「校長会への依頼文」を用意し、校長会に依頼
・６月２８日 全員打合せ会「子ども議会スケジュール」など情報共有
・６月３０日 議会運営委員会「実施計画表」「役割分担表」を検討し、

子ども議員向け「質問・提案準備シート」などを確認
・７月２５日 臨時議会運営委員会「しおり」「任命証書」「発言通告書」「缶バッチ」

「名札」などを決定



・８月１６日議会運営委員会「実施計画表」「役割分担表」「しおり」を決定
・８月２５日「子ども議会１日目」
→子ども議員からの通告書提出を受け、市、教育委員会が答弁を作成
・９月２６日議会運営委員会「発言通告書」「子ども議員への通知」などを決定

市民への周知

ぎかいたいむ ①告知 ②開催報告「特集」
ホームページ ①告知 ②１日目開催報告 ③２日目開催報告（動画） ④アンケート結果
Facebook ①告知 ②１日目開催報告 ③一般質問のデモ動画 ④２日目開催報告

反省点・気付き

・子どもが学校経由で出席しているため、学校でのアンケート実施結果などから参加しない
子どもたちの意見を聞くことができた。
・住んでいるまちの市と市議会の役割を議場で体験してもらえて良かった。
・「議員から撮影班が多すぎなのでは？」とのご意見があったが、記録用（スチール、動画）、
中継用の Zoom撮影には最低 4名必要だった。当日は撮影班以外に新聞・テレビ局による
取材が多く、撮影班が多い印象になったのではないか。
・画像の善し悪しや、撮りこぼし、トラブル回避のため撮影班（４名）に増員 1名が必要。
・子ども議会のリハーサル時などに進行担当以外の議員が同時に発言するため、子どもたち
が戸惑いながら、その場をこなしていた。
・市、教育委員会の自己紹介カードと自己紹介があり良かった。
・議員の自己紹介は時間短縮のため「しおり」への記載としたが、必要だったのではないか。
・「しおり」などを制作物が多かった。
・予算がなく、外注することはできなかった。
・コロナ禍での開催だったため、感染症対策、急病などへの対応を要した。
・終了時間を守れなかった。
・保護者控室（北庁舎利用）の方針を途中で変え、十分伝わらなかった。
・議場が古く、撮影に設備がない不便さなど長久手市議会の現状を見てもらう。

次回開催時の検討事項

・参加は小学生、中学生、高校生のうち、どうするか。
・子どもではなく、市民、女性などを対象にしてはどうか。
・計画的に費用をかけて開催する場合は、前年度夏には予算要望が必要になる。
・新城市の若者議会のように予算提案権１千万円をつけ、提言後についても一連のものとし
て開催する方法もどうか。
・市議会主催であれば、意見聴取の場として完結する開催方法でも良いのではないか。



子ども議会に関する反省点（議会事務局）

○　全体を通して

　　以下どの項目についても、とにかく実施計画にかける時間（実施の目的や方法を協議検討する時間）

　が足りなさすぎたことで発生した課題が多々あった。

　　また、「市議会主催で実施する」ことを市議会で決定したにもかかわらず、全議員が、自分たちで

　考えてイベントを作り上げ、自らが動くという意識ではなく、誰かが考えて準備したとおりに当日ス

　タッフとして動けば「市議会主催で実施できた」という意識でいる議員が多いのではないかと感じた。

　　何の行事にしても、全議員がその開催に賛同して同じ方向を向き、協力して作り上げないと、真に

　市議会主催の行事はできないのではないか。

○　事前準備（実施計画）

　・誰を対象に 小学生のみ？　小・中学生？　高校生？　

　・何を目的に（例）子どもたちに議会を体験してもらうこと？→職業体験

子どもたちに政治に興味を持ってもらうこと？→施策提案体験

子どもたち目線の意見を聞くこと？

　・何をするか 目的によって変わる

（例） 　本会議や委員会体験

　条例案作成、提言

　意見交換会

　・いつ 対象や何をするかによって変わる

＊何日間の出席が必要か

　・１～２日間？　１週間くらい？

＊時期を考慮すべき

　・基本は夏休みや冬休みの方が動きやすい

　・中学生・高校生は中間期末テストや受験勉強などあり

　・議会以外（執行部や学校、教育委員会など）に協力を依頼するなら、そちら

　　の都合も考慮すべき

　・どのように 対象や何をするかによって変わる

　準備するもの：書類・機材

　誰が、何を、どこまでやるか：議員でやること、業者委託すること

　議会外の協力は必要か：何を依頼するのか、依頼の時期

　　 この事前準備が最も重要で、議員全員で協議・熟考すべき段階。

　　「どのように」が決まって初めて、必要な費用を検討し、算出して予算要求に至るわけなので、

　　開催予定の年度の前年度の早い時期には始動しないと間に合わない。

　　⇒ 今回は、令和３年５月に議長から諮問を受けた後、12月の議運で子ども議会の開催を正式決定

　　　し、令和４年２月の議運で議会運営委員会所管で行うことを決め、そこからようやく始動。

　　　約３か月の間に、主に議運委員長のみで計画案をまとめる形となり、子ども議会開催に対する

　　　議員全員の意志統一がされにくい状況であった。予算がないのは元より、無謀すぎる。



以下、各項目で反省点をまとめた。（重複する内容あり）

○　議員選出方法

　・「小・中学生を対象」「児童・生徒会から２名ずつ」とした。

　⇒教育委員会・学校への協力依頼発生

　⇒中学生を対象とするなら、テスト期間や３年生（受験生）に配慮した時期にすべきであった。

　　（１・２日目で出席議員が代わることが極力ないように）

　⇒学校側は、議員と直接、諸調整することを望まない。大変、というイメージ。（相談役は機能せず）

○　実施日、内容

　・８月の暑い時期、10月の中間テスト週間で妥当であったのか。

　・午前中のみの短時間に９校すべてが一般質問を行ったことで、１校あたり10分程度となり、内容に

　　厚みがなく終わった。

　・議会の仕組みを学ぶ目的であるなら、例えば「会議録署名議員」など、地方自治法の規定にある

　　ことも流れに入れるべき。議会の機能をきちんと学んだ上での一般質問体験であるなら良い。

　⇒２日間（いずれも半日）で活動時間は十分であったか。

○　執行部との調整

　・９月定例会と丸かぶりのスケジュールであった。

　・第１答弁の完成→子ども議員への送付→再質問作成とその答弁作成までの期間がなさすぎた。

　　調整に要する時間も取れなかった。

　・本番の日に誰が出席し、誰が答弁するかの調整時間を確保すべきであった。

　・執行部側の詳細な調整は、行政課に取りまとめてもらえるとよい。

　⇒実施計画の段階でしっかりと議論がされていないので、協力依頼を受ける側（執行部）としても、

　　何を、どのような目的で、いつまでにすればよいかはっきりせず、動きようがない。

　⇒協力を依頼するなら、依頼を受ける側のスケジュールにも配慮した日程調整をすべきではないか。

　　主催の議会側よりも、協力側の執行部の方が負担が大きい印象であった。

○　教育委員会（学校、先生）との調整

　・子ども議員との連絡調整に、教育委員会の承認→学校→先生→子ども の手順を踏む必要があり、

　　時間的ロスが大きい。

　・学校（先生）に依頼することが、最初は「子ども議員の選出だけ」と伝えてあったのに、どんどん

　　と膨らんでいった。　①質問準備用紙を配付してください

　　　　　　　　　　　　②質問準備用紙は、早くできたら夏休み前の提出に協力してください　

　　　　　　　　　　　　③１日目(８／２５)の前、出校日にしおりを配付してください、出校日がな

　　　　　　　　　　　　　ければ郵送してください　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　④１日目に通告書が完成しなかった学校は、９／２までにＦＡＸしてください

　　　　　　　　　　　　⑤第１答弁配付して、再質問があれば提出してください

　　　　　　　　　　　　⑥シナリオ使って練習してください

　・議会事務局（ヘルプデスク）に学校側からの連絡はなかった。連絡のしにくさはなかったか。



　⇒実施計画の段階でしっかりと議論がされていないので、バラバラと協力依頼をかける状態となった。

　　学校の先生も忙しいので、迷惑である。

　⇒学校側は、議員と直接、諸調整することを望まない。大変、というイメージ。（相談役は機能せず）

　⇒公募の形であれば、子どもに直接連絡を取ることが可能になるかもしれない。

○　会場の準備など

　・家族や先生の控室としてサテライト会場を設け、Ｚｏｏｍで配信して傍聴できるようにしたが、

　　配信環境が十分でなかった可能性がある（事務局が手薄であったため、確認できていない）。

　・急遽、議場内で傍聴できるように変更したが、スタッフ間でその情報共有をせずに変更をしたため、

　　誤った情報を保護者へ伝えてしまった。

　⇒基本的には、議員が「自分たちでできる範囲のこと」で実施計画を作成すべきだと思う。事務局が

　　開催するわけではないので、事務局の○○さんがいない、想定外、どうしよう・・・では困る。

○　役割分担

　・一部の議員のみで準備を進めていた印象。

　・できないことは事務局へ。執行部との調整は事務局へ。教育委員会や学校との調整は事務局へ。

　⇒「市議会主催で実施するんだ」という心からの意志統一がされていない、リーダーにまかせておけ

　　ばやってくれるという雰囲気。全議員で役割分担しての開催に無理がある？

　⇒議員自らができることで実施を

　⇒議会運営委員会が主担当、妥当であったか。

　⇒執行部や他機関との調整は事務局の仕事だが、「実施計画」で十分な議論がされていない状態では

　　芯がないので調整のしようがない（あとになって変更が生じ、再調整という可能性大）。

○　撮影・記録

　・撮影する目的（傍聴会場への配信、記録画・映像として配付など）が決まっていなかった。

　・編集作業を委員長一人で行っていた。

　⇒初めに目的を決めないと、適切な方法での撮影ができない。

　⇒編集ができる議員が必ずいるとも限らない。記録・配付用に編集するなら、必要に応じて予算要求


